
令和７年２月２２日（土） １３：３０～１６：００

岡山市勤労者福祉センター ５階 体育集会室

参加費：無料／定員：５０名（先着順）／対象：地域の活動に関心のある方であればどなたでも
主催：岡山市 市民協働企画総務課／主管：ESD・市民協働推進センター

申込方法などは裏面をご覧ください

地域のために日々汗を流すリーダーたちの日頃の労をねぎらうとともに、
いつまでも元気に活動を続ける秘訣を学ぶことを目的とした「感謝祭」と

地域活動の担い手の皆様に日頃の努力や苦労を披露していただく「自慢大会」を開催します。
地域活動に関わる人同士で学びあい、称えあい、自慢しあうことで

より長く活動を続けるための元気を充填しませんか？
地域を救う「よそもの・わかもの・ばかもの」が現れるのを待つだけではなく、

いつまでも元気に活動を続けることで担い手不足の解消につなげていきましょう！

「学びあい！称えあい！自慢しあう！」
地域活動リーダー

感謝祭＆自慢大会

区づくり推進事業（地域活動部門）実施団体から推薦を受けたリーダーの皆様

藤井 敏明さん

ＮＰＯ法人子どもたちと共に
学ぶ教室シニアスクール

嶋村 稔さん

旭竜助け合い隊

岡崎 彰文さん

農業クラブせとっ子

矢吹 滋道さん

妹尾学区連合町内会

推薦者：江國 敏行さん
（岡山市京山地区

ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進協議会）

推薦者：岡田 直子さん
（ＮＰＯ法人まんなか）

推薦者：柿﨑 由秀さん
（平島健康福祉委員会）

推薦者：森川 泰明さん
（西紅陽台自治会）

令和６年度地域協働フォーラム（このフォーラムは岡山連携中枢都市圏事業です）

感謝祭
令和６年度区づくり推進事業（地域活動部門）実施団体から推薦を受けた４名のリーダーに
活動を長続きさせるポイントなどを語っていただき、みんなでその労をねぎらいます。

自慢大会
当日参加者による自由なアピールタイムです。地域活動に関わる方であれば、どなたでも
参加歓迎です。「自慢」を希望される場合は事前にお申し込みください。



■「感謝祭＆自慢大会」の主旨

現在の日本は人口減少や少子高齢化等の影響を受けて様々な社会課題が生まれ、日々、深刻化・複雑化が
進行しています。私たちが暮らす岡山市では、町内会をはじめ、安全・安心ネットワーク、コミュニティ協議会、
その他の様々な組織が、地域の課題を解決するため、日々取組を実施されていますが、基本的に担い手は
無報酬であり、拘束時間も少なくないこと等から多くの組織が慢性的な後継者不足に陥っています。
そこで、地域のために日々汗を流すリーダーたちの努力を知り、労をねぎらい、感謝を伝えることで、これから
の活動への意欲を維持していただくとともに、新たな担い手となる市民が参加するための動機づけとなること
を目的に開催するものです。

■プログラム

１３：３０ 開会

感謝祭：４名のリーダーによる取組発表とゲストによる講評

自慢大会：参加者による自由なアピールタイム

１６：００ 閉会

ゲスト（いっしょにリーダーをねぎらう仲間）：
三村 一平さん （社会福祉法人岡山市社会福祉協議会／生活支援コーディネーター）
内海 恵さん （岡山市地域おこし協力隊）

■申込方法

以下の①～⑤をＥＳＤ・市民協働推進センターまでお知らせください。
①お名前 ②ご所属・ご職業（あれば） ③電話番号 ④メールアドレス
⑤「自慢大会」での発表希望の有無

【お問い合わせ・お申込み先】ＥＳＤ・市民協働推進センター
〒７００-８５４４ 岡山市北区大供一丁目１-１ 岡山市役所２階 市民協働企画総務課内
TEL：０８６-８０３-１０６２ E-mail ： esd-smc@googlegroups.com
申し込みフォーム ： https://forms.gle/gtL1226SDjDY7ter9

■会場アクセス

会場：岡山市勤労者福祉センター
（5階 体育集会室）

住所：岡山市北区春日町5-6

●車でお越しの方
会場付属駐車場または岡山市役所東側の
「Dパーキング」または会場周辺のコイン
パーキングをご利用ください。いずれも
有料になります。

●徒歩でお越しの方
JR岡山駅東口から市役所筋を南へ、市役所の
南側の道を東へ曲がる。徒歩約30分。

●バスをご利用の方
岡山駅バスターミナルから約５分。
「市役所前」下車。
詳しくは「岡山市勤労者福祉センター」の
ホームページでご確認ください。

申し込みフォーム
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